
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 再整備のポイント 

 グランモール公園の再整備は、施設の老朽化への対応や周辺街区の発展、「横浜みどりアップ計画」 

における実感できる緑の創出、「環境未来都市・横浜」の「みなとみらい 2050」プロジェクトの取組

みのひとつとして実施しており、平成 27 年度～29 年度の３か年で進めています。 

『ランブリングパーク～歩行者軸を超え、憩いと賑わいのあふれる公園へ～』をコンセプトに、今回

再整備した「美術の広場」では、ウォーターフロントに立地する公園として『海』をテーマとして、

デザインを展開し、みなとみらい 21 地区の魅力を高める施設として、以下のような施設整備を実施し

ました。なお、再整備工事は、平成 28・29 年度も他の地区で継続して実施します。 

 

（１）みなとみらいのみずかがみ 

  噴水やミストも楽しめる大水面。 

薄層水盤（水深約 4cm）としてのスケールは日本最大級です。 

水鏡には、空やみどり、まちの姿が映し出されます。 

 

 

（２）ケヤキ並木と波のベンチ 

  2 列から 3 列に増えたケヤキ並木の下に、海の波をモチーフとした 

アートファニチャー（ベンチ）を設置しました。 

保水機能の高いレンガ舗装の下には、雨水貯留機能を持つ 

砕石層を設け、環境への配慮とともに、夏の涼しさを創出します。 

 

（３）芝生広場の創出 

  新たに横浜美術館と一体となった広がりのある芝生広場が生まれます。 

 

 

（４）幻想の光の再生 

  海の波間に漂う夜光虫を想起させる広場内の夜光海ペーブ。 

約 30 年前に世界的照明デザイナー石井幹子氏がデザインした 

幻想の光がよみがえり、みなとみらいの新しい夜の景を創ります。 

   ※夜光海ペーブ：太陽光発電により、波間に漂う夜光虫のように 

    発光する舗装材です。 

 

２ オープン日 

  平成 28 年 3 月 27 日（日） 

※「第 33 回全国都市緑化よこはまフェア 1 年前イベント」の会場のひとつとして同時に 

お披露目します。 

南部公園緑地事務所都心部公園担当 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

×
グランモール公園 『美術の広場』 のリニューアル工事が完成しました 

昨年５月にリニューアル工事に着手したグランモール公園のうち、「美術の広場」が完成しました。 

３月２７日に開催される「第 33 回全国都市緑化よこはまフェア１年前イベント」の会場のひとつとして、 

皆様にお披露目します。 

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 １ ６ 日 
環 境 創 造 局 公 園 緑 地 整 備 課 

（裏面あり） 
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３ 美術の広場リニューアル計画 

（１）計画概要図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）イメージパース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              【大水面（水鏡）】              【大水面（噴水）】 

４ 事業スケジュール 

 

５ 公園概要 

公園種別 近隣公園 公開年 平成 3 年（1991 年） 

公園面積 23,102m2（美術の広場地区 12,444m2） 延 長 約 700ｍ 

 

 

お問合せ先 

環境創造局公園緑地整備課長 藤田 辰一郎 Tel 045-671-2614 

南部公園緑地事務所都心部公園担当 得能 千秋 Tel 045-671-3793 

 

平成 24 年度～26 年度 計画・設計、市民意見募集・ヒアリング、熱環境等調査 

平成 27 年度 再整備工事：美術の広場地区 

平成 28 年度～29 年度 
再整備工事：美術の広場地区以外の地区 

平成 28 年度工事：平成 28 年 5 月 9 日～平成 28 年 12 月 28 日(予定) 

平成 29 年春（2017 年） 第 33 回全国都市緑化よこはまフェア（都心臨海部会場のひとつ） 

平成 30 年春（2018 年） 全面リニューアルオープン（再整備工事完了）予定 


